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エンジニア⾃⾝が管理できるようにする「FinOps」



セッションレポート概要

Google Cloud では、クラウド利⽤時のコストを管理するためのテクノロジーへの投資を継続
的に⾏っています。ここでは、新しくリリースした FinOps ツールにより、お客様がクラウド
のコストを理解し、割り当てたり、効率的にコスト管理を⾏ったりするための⽅法を紹介しま
す。

プレゼンター紹介

Google Cloud パートナーエンジニア
栃沢直樹

Google Cloud で、パートナーエンジニアとしてインフラモダナイゼ
ーション領域のパートナー⽀援、テクノロジーパートナーとのエン
ゲージを担当しています。

⽬次
●クラウド利⽤時のコスト管理を⼿助けする「Google Cloud FinOps」
●より細かい課⾦情報が分かる「可視化」
●推奨事項をレコメンドする「最適化」
●エンジニア⾃⾝でプロジェクトのコストを管理できる「実⾏」
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クラウド利⽤時のコスト管理を⼿助けする「Google Cloud FinOps」

クラウドサービスを利⽤するときに、いかにコスト管理を⾏えばよいかと聞かれることがよく
あります。例えば、「開発チームが想定していないリソースを使ってしまい、1 カ⽉分の予算
を 3 ⽇で使ってしまった」とか、「ある⼀定の期間の利⽤料が想定以上の⾼額だった」といっ
た話です。コスト管理の観点からクラウドを利⽤することを、不安に思っている開発担当者も
います。

FinOps の規律を推進する企業や、認定された実践者で構成される⾮営利団体の「FinOps 
Foundation」では、「財務の実務担当者が直⾯する課題」と「FinOps 機能の優先事項」に関
する調査を⾏っています。これまでの開発では、財務部⾨や調達部⾨がコスト管理を⾏い、開
発部⾨が予算申請をして、予算が通れば IT を調達し、エンジニアがリソースを使って開発する
という形が⼀般的でした。つまり、エンジニア⾃⾝がコスト管理をする必要性が薄かったとい
うことです。

⼀⽅、クラウドを利⽤した開発では、開発中に追加のリソースが必要になると、オンデマンド
でリソースを追加できるので、エンジニアもコストを把握した上で、リソースを適切に選択す
ることが求められます。そうした中でGoogle Cloud では、クラウド利⽤におけるコスト管理
の課題を解決できる FinOps ツールを提供しています。
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財務担当者が抱える課題と FinOps に求める機能の優先事項



FinOps とは、データに基づいて⽀出を決定するときに、エンジニアリング、財務、テクノロジ
ー、ビジネスチームが協⼒し、組織がビジネス価値を最⼤化できるようにするためのクラウド
財務管理の規律であり実践でもあります。

そもそもクラウド利⽤時のコスト管理に関する課題を解決するには、財務部⾨が組織全体のク
ラウドコストの全体像を把握すること、エンジニアリング部⾨がリソースの調達を⾃由に⾏い
ながら、⾃⾝でコストを最適化できるようになることが重要です。

Google Cloud FinOps が⽬指しているのは、下図にある通り、コストの可視化、予算の設定、
コストの最適化、利⽤料の予測、利⽤料の計画と実績の追跡の 5 つです。
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Google Cloud FinOps が実現を⽬指す 5 つのポイント



Google Cloud FinOps のフレームワークは、下図の通りで、「可視化」によりクラウドの全コ
ストを把握して、より詳細なコスト管理を⾏い、「最適化」でコスト最適化のポイントを定常
的に把握し、「実⾏」で将来のコストの「想定外」をなくします。可視化、最適化、実⾏の 3 
つのサイクルを回すための各種ツールを提供しています。
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「可視化」「最適化」「実⾏」のサイクルでビジネス価値を最⼤化



より細かい課⾦情報が分かる「可視化」

Google Cloud FinOps における「可視化」では、よりきめ細かな Billing エクスポートが可能に
なります。これまでGoogle Cloud を利⽤すると、請求先アカウントをプロジェクトに紐づけ
ることで、プロジェクトで使っている、例えば「BigQuery」や「Compute Engine」、
「Cloud Storage」などのサービスの利⽤料が課⾦されていました。

このとき、例えば「BigQuery でいくら」など、サービス単位では課⾦情報が可視化されていま
したが、そのほかにも「このジョブでいくら」など、より細かい課⾦情報を知りたいという要
望がありました。そこで現在では、よりきめ細かい Billing エクスポートができるようになって
います。この機能は BigQuery 以外にも、「Cloud Spanner」や「Cloud Firestore」、
Compute Engine で利⽤できます。最新の情報はリリースノートで公開されるので、ぜひ参照
してください。
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リソースレベルでのコスト情報をより詳細に反映



Google Cloud とそのほかのパブリッククラウドを併⽤している場合、サービスごとに課⾦体
系が異なります。そこで FinOps Foundation では、FOCUS（FinOps Open Cost & Usage 
Specification）と呼ばれるフレームワークを提供しています。FOCUS は、Google Cloud だけ
でなく、各クラウドサービスを利⽤するときの請求管理を標準化するためのフレームワークで
す。

最⼤の⽬的は、課⾦データのオープン化です。まだ発展途上ではあるものの、今後クラウドサ
ービスの横断利⽤における共通⾔語をつくることにより、より容易に課⾦を可視化することを
⽬指しています。いわゆるコストデータのためのオープン規格として FOCUS があり、Google 
Cloud は FinOps Foundation の推進メンバーにも参画しています。

またGoogle Cloud では、Billing において「Duet AI」が使えます。Duet AI は、Google Cloud 
の各サービスと連携して、サービスを使う上での FAQ を提供してくれます。⽣成 AI について、
Google Cloud は以前からも取り組んできており、⼤規模⾔語モデル（LLM）⾃体にビジネスと
技術的な知⾒を橋渡ししてきました。この仕組みを課⾦管理でも使えるようにするのが Duet 
AI との連携です。

Duet AI の AI アシスタント機能は、Google Cloud コンソールに組み込まれています。Duet AI 
に問い合わせをすることで、課⾦管理を最⼤限に活⽤できる最適な答えを返してくれます。そ
の精度は、FinOps Foundation が実施しているベンチマークテストにも合格するほどです。
Billing では正確性が求められますが、利便性の向上や疑問の解消に Duet AI が有効です。
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推奨事項をレコメンドする「最適化」

次にGoogle Cloud FinOps における「最適化」では、確約利⽤割引の条件を設定する機能であ
る CUD（Committed Use Discounts）Recommender が 2023 年 8 ⽉初めにパブリックレビュ
ーとして公開されています。

CUD は、特定の期間（現時点で 1 年間または 3 年間）、リソースや⼀定⾦額の利⽤をコミット
（確約）することで割引を受けることができる仕組みです。割引率のコミットする期間と対象
のサービスによっては最⼤ 50%を超える割引率を提供するサービスもあり、効率的に運⽤する
ことで⼤幅に総コストを引き下げることが期待できます。
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分析結果から購⼊量をレコメンド



CUD では、Compute Engine がリソースベースの CUD と⽀払ベースの CUD を利⽤できます。
Compute Engine、「Cloud SQL」、Cloud Spanner、「VMware Engine」、「Cloud Run」、
「Google Kubernetes Engine（GKE）」、「AlloyDB for PostgreSQL」が⽀払ベースの CUD を
利⽤できます。

例えば、Compute Engine のリソースベースの CUD ではリージョンと利⽤するマシンタイプを
選択し、CPU コアとメモリに対して使⽤量をコミットします。割引率は 1 年（最⼤ 37%）、ま
たは 3 年（最⼤ 55%）というコミット期間によって変わります。割引の適⽤範囲は、デフォル
トはプロジェクト単位ですが、割引の共有をすれば請求先アカウント単位に変えられます。複
数のプロジェクトを 1 つの請求先アカウントで共有することもできます。

⼀⽅、⽀払いベースの CUD は、時間あたりの利⽤料なので、リソースベースよりも柔軟性が
あります。割引率は 1 年（28%）または 3 年（46%）。割引の適⽤範囲は請求先アカウントの
みです。CUD はあくまでも利⽤料の割引であり、リソースの確約ではありません。CUD には
今後も、さまざまな新機能が追加される予定です。
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Compute Engine のリソースベース/⽀払いベースの CUD ⽐較



参考までに、Google Cloud には、継続利⽤割引(SUD)という⾃動的に適⽤される割引もありま
す。Google Cloud では、オンデマンドでの利⽤時に、請求⽉内の期間の 25%を超えて使⽤し、
ほかの割引が適⽤されていないリソースに対して継続利⽤割引（SUD）が⾃動的に適⽤されま
す。割引を最⼤限に享受するには、下図の順序で購⼊の検討をすることが理想的です。

「コミットの期間をどのように切り替えれば、どれくらい効果を得られるのか」を確認するた
めのベースとなる設定をするのが CUD Recommender Configuration です。コミットの期間、
コミットするしきい値を設定することで、どれだけコストに差が出るかを画⾯で確認できます。
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理想的な購⼊⽅法で割引を最⼤限に享受できる



またGoogle Cloud コンソール上には、新たに FinOps Hub のタブがプレビューで追加されま
した。FinOps Hub は、Google Cloud の最適化を⼀覧できる画⾯で、特定のサービスや推奨事
項を迅速に把握できます。これによって、放置されているプロジェクトやコストに影響する可
能性のあるプロジェクトを⾒つけることができます。

FinOps Score では、Google Cloud ツールを利⽤して、AI によるコストのモニタリングと最適
化が継続的に⾏われているかの評価が可能です。ピアベンチマークは、同業他社に対する指標
による相対的な評価を提⽰します。指標は、業界、セグメント、地域、Google Cloud の使⽤
状況などの要素に基づき算出されます。ピアベンチマークは、デフォルトでオプトインされて
いますが、いつでもオプトアウトできます。

Recommendations は、Google Cloud の AI を利⽤した、コスト推奨に関する機能の多くを
FinOps Hub へ集約しています。例えば、放置されているプロジェクトや Compute Engine の
サイズを最適化したり、Compute Engine のアイドル状態のインスタンス、Cloud SQL のアイ
ドル状態、およびオーバープロビジョニングされているインスタンス、Cloud Run の CPU 割
り当てなどを可視化したりできます。これにより、コストの最適化が可能になります。

CUD Recommender によるトレードオフ分析では、CPU のカバー率やコミットの選択によって、
どれくらいコストを最適化できるかを可視化することで、どの⼿段が最もコスト効果が⾼いか
を判断できます。最適化のサマリでは、FinOps Hub が最適化 ROI の追跡を継続し、適⽤した
最適化に基づいて節約総額を表⽰できます。
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Google Cloud 全体の最適化を⼀元管理できる



エンジニア⾃⾝でプロジェクトのコストを管理できる「実⾏」

最後に、Google Cloud FinOps の「実⾏」に関して紹介します。請求先アカウントにアクセス
するとき、Google Cloud のプロジェクトユーザーは追加の権限を求められることなく予算を
作成し、クラウド⽀出を把握できます。これにより、エンジニア⾃⾝によるプロジェクトのコ
スト管理が可能になります。この機能もパブリックレビューですが、ぜひ使ってみてほしい機
能です。

Google Cloud FinOps ツールによるコスト管理の課題解決のポイントは、財務部⾨で組織全体
のクラウドコストの全体像を把握するだけでなく、エンジニアリング部⾨がリソースの調達を
⾃由に⾏いながらコストを最適化できることです。

FinOps を採⽤することの意義は、「コスト最適化＝コスト削減」ではなく、いかに効率的にビ
ジネスに直結するサービスリソースを活⽤するか、効率的に利⽤するかです。データに基づい
て、エンジニアと管理部⾨が協⼒し、⼀緒にビジネスを創出していくためにもFinOps の各種ツ
ールを活⽤していただきたいと考えています。

今後も新しい機能やサービスが順次拡張‧追加される計画なので、ぜひ注⽬してください。
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エンジニア⾃⾝がプロジェクトのコストを管理できるように



参照リンク

1. Cloud FinOpsの概要

2. Google Cloud FinOps ツールによるコスト管理アーカイブ動画視聴ページ

製品、サービスに関するお問い合わせ

goo.gl/CCZL78
Google Cloud の詳細については、上記 URL もしくはQR コードからアクセスしてい
ただくか、同ページ「お問い合わせ」よりお問い合わせください。

© Copyright 2024 Google 
Google は、Google LLC の商標です。その他すべての社名および製品名は、それぞれ該当する企業の商
標である可能性があります。
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https://cloud.google.com/learn/what-is-finops?hl=ja
https://cloudonair.withgoogle.com/events/next-tokyo?talk=d2-inf-04
https://goo.gl/CCZL78

